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1. 研究目的

「踊る行為」は, 個々人の心 と身体の全てを投

じて実現される自由で自発的な行為である。学習

は, 身体表現の特性である 「ノンバーバル. コ

ミュニケーション」の魅力を探究する過程でもあ

る。

ダンス学習におけるコミュニケーションは, 単

に 「見せる-見 る」の伝達だけでなく, 場を共

有する仲間と感 じ合い, 関わり合って踊る中で新

しい自分や他者の個性を発見する契機となり, 多

様な内容 と活動を含んでいる。そして, 踊る者同

士のコミュニケーションは, 即興表現の学習場面

でより豊かに展開されると考える。 しかし, 多様

で可変的であるが故の即興表現の指導の困難さや, 

他者 とのコミュニケーションは 「個」が確立 した

後でしか成立 しないという考えもまだ根強い。

本研究では, 即興表現におけるコミュニケー

ション(共 に踊る者同士の動 きによる関わり)の

可能性に注目し, 学習の初期の段階からコミュニ

ケーションの要素を積極的に取 り入れた授業を実

施 した。その分析を通 して, 即興表現におけるコ
ミュニケーションの有効性 と可能性を明らかにす

るとともに, 学習プログラム開発の基礎 としたい。

II. 研究方法

〔対象と期間〕
・平成7年 度前期舞踊A及 び小学体育Hダ ンス

舞踊A受 講生45名 (男14, 女31, 初心者36)

小学体育II受 講生26名 (男6, 女20)

〔学習プログラムの概要〕
・毎回テーマを変えた即興表現 (9回) と発表会

に向けた作品創作と演出の工夫 (3回)
・コミュニケーションの主な内容と活動

〔分析方法〕

1) VTRに よる授業分析-内 容 と時間, 活動

形態, 教師の関わり, コミュニケーションの様

相

2) 学習者の内省記録から, 即興表現とコミュニ

ケーションに関するキーワードを抽出, 分類

川. 結果と考察

1. VTRに よる授業分析の結果

〔1回 の授業の展開〕

テーマ 「2人 のいろいろな関係」の例より

〔主 な内容 〕 〔活動 形態 〕

引 っ張 っ た り, ね じっ た り補 助 ・2人 組
しあ って

・リー ダー(担 当班)を 交 替 して ・リーダー対全員

(祭 り風-2人 組 でか け合 い-声 ・途中2人 組
をだ して一 踊 りなが ら集 ま る)

(1) 手 に よ る会 話(座 っ て, 立 っ ・2人 組
て)・2人 組

(2) 2人 で踊 る 「恐 怖 の デ ュエ ッ ・ペ ア グルー プ
ト」 で 見せ合 い
・いろいろな関係をみんなで ・2人 組 (役割
・自由に組み合わせて即興 交替)
・2つ に分かれて見せ合い

(コ ール発 表 (5組)

(4) 言葉の掛け合い
・例を実際に示す
・一人が言葉の掛け, 一人が

踊る
・踊った方が もう一度自分で

踊る

2人 で対応 して踊る ・2人 組
(簡単な振 りを共有 して). 相手 を変えて
・相手を変えクラス皆で踊る

2. 受講生の内省から抽出したコミュニケーショ

ンに関するキーワー ド

〔舞踊A(36名)〕

(1) 多様な表現や動 きの広がりと個性-226名 (81%)

(2) 友達や自分の新 しい面の発見-214名 (44%)

(3) 受け身でない主体的な取 り組み-214名 (44%)

(4) 新鮮, 偶然性, 意外性の面 白さ-210名 (31%)

(5) 自由な雰囲気, 気楽, 動きやすさ-5名 (16%)

〔小学体育II (26名)〕

上記の(1)-(5) に加えて, 「自由で楽 しい, 一体

感や共感」(16名-262%) が多 く, 「感 じ合って

踊る大切さ」等, 自分の中でのコミュニケーショ
ンの意味や可能性に関する記述が特徴的であった。

IV. まとめ

以上の結果から, 即興表現にけるコミュニケー

ションの有効性は次のようにまとめられる。

(1) コミュニケーションは, 即興表現の動き変化や

発展の契機 として有効である。

(2) コミュニケーションの内容 と活動は多様であ り

発展的 ・段階的に押さえられる。

(3) コミュニケーションは, 経験や力に応 じてその

潜在力と個性を出現させる可能性を含んでいる。

更に, これらの学習指導の条件として, 学習集

団の性格, 学習者が主体的に活躍できる場, 拡

散する内容をダンスの本質に近づける教師の関

わり方(指 導性)が 挙げられる。
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